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　　　　　「都市衰退」傾向諸相の分析
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序　章 本稿の課題と大都市＝京都の分析視角

　　　　　　ユ）
　私は，別稿で，昭和３０年を始点とするこの国における高度経済成長以降今目

に至る迄の京都府 ・市工業構造を分析し，その末尾で，昭和５０年代後半におげ

る京都市工業は憂慮すべき事態にありそれがｒ一過的たものであるか否かが注

目され」，さらに「京都市が大阪市に続く工業的停滞ないし衰退およぴ総人口

の減少へと導かれるのか，今後の動向を注視したい」と指摘した 。
　　　　　　　　　　　　　　　　２）
　同時にまた，私は，その後の論稿で，京都市のセミ ・マクロ 経済は，この国

の高度経済成長が終焉した昭和４８年以降とりわげ昭和５４年の第二次石油危機を

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４４）
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決定的た契機としそれに続く戦後２度目の昭和５５～５７年の世界同時不況を経て ，

その他の政令指定都市と比較して停滞的というよりはむしろ衰退的様相を帯ぴ ，

それとともに京都市財政も硬直化の度合を格段に強め危機的様相を色濃くして
　　　　　てつけつ
きたことを別扶した 。

　すなわち，昭和５４～５８年度におげる京都市経済の実質成長年率はＯ．４％であ

り， 全国の３９％やその他の政令指定都市（広島市を除く ・東夙都は都全体）平

均の２９劣（但し東夙都 ・大阪市以外は昭和５４～５７年度統計）と対比して，成長停

止状態というべき憂慮すべき事態に陥っているのである 。

　しかも，都市の経済成長を牽引するｒ市内総資本形成」が昭和５０～５４年度の

実質年率１０．４％増に対して昭和５４～５８年度には同２．１劣減となる中で，民間企

業設備投資は前期に実質年率７．９％増 ・後期に同６．３％増と比較的安定的に増

加しているにも拘らず，公的固定資本移成（公共投資）が実質年率９．９％増か

ら５．８％減へ， さらに民問住宅投資が実質年率３．３劣増から５．２劣減へといず
　　　　　３）
れも急変し，かくして昭和５４～５８年度に実質成長停止状態となっているところ

に京都市経済の極めて危機的な様相がある。そのうえ，市財政の危機構造の基

本的性格が変らず宅地価格に対して実質市民所得が増加基調に転じない限り ，

公共投資も民問住宅投資も短期的に実質増に転換することはあっても京都市の

経済成長を牽引するほどに回復する可能性は極めて少ない。民問企業設備投資

の持続的増加の見通しについても，工場の市域外流出（移転 ・新設立地）が深刻

化するなかで，必ずしも予断を許さない状況にあるといわなければならない 。

　こうして，私が当初抱いた懸念は現実的可能性をもっ て顕現しつ二 あるとい

わたげれぽたらない 。

　本稿は，昭和４８年以降，就中，昭和５４年以降の京都市経済のこうした衰退的

様相と今後の厳しい見通しと関連させて，別稿でのセミマクロ ・レベルの京都

市経済と財政に関する分析結果並ぴに昭和５０年代におげる京都工業の構造変
　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
化の分析の中での京都市に関する梗概を前提として，京都市経済の趨勢と問題

点を商工業，特定サービス業や都市計酎こ関わる問題（特に町づくりや工場立地

の諸問題）に焦点を当て二 解明したいと考える 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５）
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　その場合，特に大都市分析の一環として最少限留意すべき点を予め指摘して

おきたい 。

　京都経済ないし京都市経済のいわゆる活力低下が指摘されて久しい。そして ，

それは東京たいし関東経済圏と対比して一向に歯止めのか二 らない関西（近畿）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
経済圏の地盤沈下の一部を成すものでもある。そのことは，同時に，今目では ，

先端技術産業工場立地およぴ情報化ないしハイテク化のかたりの立ち遅れを如
　　　　　　　　　６）
実に示すものである 。

　他方，関西三大連担都市である大阪市 ・神戸市 ・京都市がか二 えている大都

市としての経済的停滞ないし衰退をめくる諸事情と都市再生への条件や基本的

課題およぴ方向付げには共通性とともにかなり大きた違いが存在する。したが

って，こうした間題を科学的に分析するためには地域特性，すなわちｒ都市の

個性」を析出しなげれぱならない 。

　京都市は，関西経済圏のなかにあ って，神戸市とともに，大阪市を中心都市
　　　　　　　　　　７）
とする連担＝連環都市である。とはいえ，関西経済圏にあっては，大学 ・研究

活動の集積を除く大企業本杜 ・中央官庁主要出先機関 ・卸商業 ・金融 ・情報な

どの中枢管理機能は中心都市としての大阪市に集中せざるをえない。したが っ

て， 京都市の都市としての再生 ・活性化の基本方帥こおいて，国際金融 ・情報

・科学技術研究セソター等の中枢管理機能の一層の集積によっ て活性化しよう

としている東京都区部やそれを別た彬で追求しようとしている大阪市と同次元

の課題を設定しえたいのである 。

　また，周知のように，京都市は，産業活動を含めてあらゆる面でこの国の歴

史的文化的伝統を代表しており ，それをいかに現代の都市建設に創造的に活用

しそれと共存させるかという爾余の大都市には余り見られない独特の「歴史的

文化的蓄積＝伝統の保存 ・活用と現代的な都市（再）開発」の課題をか二 えてい

る。 敷術すれは，京都市は，良きにつげ悪しきにつけ，産業的には中世 ・近世

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
以来の客修品産業である伝統的地場産業と「こじき産業」といわれる観光産業

にかなり長期に亙って依存せざるをえないのも疑いたい。しかし，たとえそう

であったとしても，伝統的地場産業と観光産業は京都市産業経済と市民所得移

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６）
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成にとっ て現状維持的機能を果たしうるのカミ限度であ って，こ）こｒ活性化」

や「再生」の活路を見出すのはほとんと不可能である。こ二で重要たことは ，

この両産業を京都市の長期的た町づくり計画や産業振興構想の中でどのように

位置付げるかということである 。

　さらに，京都市は，地勢的には，二方を山系に囲まれ森林が市域総面積の

２／３を占め地移的に緩やかに南西に煩斜し南にのみ開かれた内陸都市である 。

関西三大連担都市のな１かでは，大阪 ・神戸両市が札幌を除くその他の政令指定

都市とともに海洋に開かれているのと対比して，京都市は全く異質の都市地理

的特性をもっ ている 。

　だが，同じ海洋（大阪湾 ・瀬戸内海）に面し海域を都市計画 ・開発に活用しう

るとはいえ，大阪市と神戸市では都市計画におげる産業 ・住宅立地等用途地域

の指定と配置や（再）開発なとで相互に異なる独自の杜会的技術的手法を必要と

するであろう 。

　すたわち，次のようた差異が重要だからである 。一方で，大阪市は，東部に

低い丘陵地があるとはいえ大阪平野の要地を占め，事実上全市域が市街地化さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
れしかも人口集中地区（Ｄ　Ｉ　Ｄ）とたっている。他方で，神戸市は，六甲山系

により南北に二分され瀬戸内に拡がる全市域面積の約２割にあたる東西３０ｋｍ

・南北２～４ｋｍの帯状の既成市街地に市人口の約８割が集中し，六甲山系北

部の北神地域と西部の西神地域の一部が昭和５０年代に開発展開されるに至って

いるが，全市域面積の約１９労の農業振興地域を含んで山系 ・丘陵地を中心に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ０）
６３．３劣が市街化調整区域として残されている 。

　かくして，京都市の産業経済と町づくり並びに都市計画をめぐる諸問題を有

効に解決していくためには，大都市が抱えている共通課題とともに京都市のも

つ地域特性を十分に視野に入れて，適切な政策課題を設定し独創的な達成手段

を複合的かつ選択的に統合していかなげれぼならないであろう 。そして，その

ためには京都市産業経済の近年の趨勢と間題点を分析的かつ総合的に把握しな

げれをまたらない 。

　　 １）拙稿ｒ京都府 ・市工業構造の時系列比較統計分析（１９５５～８２）　　京都経済再

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７）
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　　生論（１）」『人文科学研究所紀要』（立命館大学），第３８号，１９８４年１２月
。

　２）拙稿「京都市経済の衰退傾向」ｒ立命館経済学』第３４巻第４号，１９８５年１０月；

　　　同「京都市におげる財政危機の構造」則掲誌，第３４巻第５号，１９８５年１２月
。

　３）いずれの数値も，京都市総務局統計課ｒ京都市民経済計算』昭和５８年度版，よ

　　　り計算 。

　４）拙稿ｒ昭和５０年代における京都工業の構造変化」『京都地域研究』（立命館大学

　　人文科学研究所 ・京都地域研究会編），Ｖｏ１．１．１９８６年３月 。

　５）国土庁大都市圏整備局『昭和５８年度／新しい近畿の創生（すばるプラソ）策定

　　調査＜概要＞』昭和５９年３月，ｒ４近畿の将来予測」およぴ「８近畿圏の産業

　　　の振興方向の検討」 ，同ｒ同策定調査＠　近畿圏の産業の振興方向の検討』昭和

　　５９年３月，ｒ第２　近畿圏産業の現状と間題点」；経済企画庁調査局編『地域経済

　　構造の新展開』昭和５９年６月，ｒ　Ｉ　総論」および「６　近畿」，参照 。

　６）近畿地域技術振興会議 ・大阪通商産業局『近畿地域技術振興計画』昭和５８年９

　　月，「第皿章地域の産業と技術の現況」，「近畿地域技術マッ プ」／〔８ ・９　先端

　　技術産業の工場分布〕〔３０清報サービス産業の現状〕，ｒ資料編」／〔第３５ ・３６表

　　情報サービス産業の現況（Ｉ）（Ｉ）〕 ，（財）機械振興協会経済研究所『局度情報化

　　杜会におげる地方産業の動向と展開に関する調査研究報告書』昭和６０年２月；同

　　『地域におげるソフト産業成立の可能性とその問題点』昭和６０年３月 ，同ｒ先端

　　技術産業の地域展開』昭和６０年５月 ，岩波書店編集部ｒ岩波／現代産業情報』岩

　　波書店，１９８６年，ｒクラフ経済比較／先端技術型産業工場立地の地域展開」，を参

　　照 。

　７）私が使用する連担＝連環都市とは，広域経済圏のたかにあって中心都市に対し

　　て産業活動や昼夜問人口流出入などにおいて相対的に自立的た求心力をもつ地域

　　的杜会経済圏を構成し，同時に一定の独自な杜会経済文化機能を分担している相

　　互補完的な大都市を意味する。したがって，これはいわゆる衛星都市ないし従属

　　都市の対立概念である。京阪神三大都市が連担都市を構成するのに対して，横浜

　　　・川崎は東凪都区部の衛星都市的性格をもっ ている。この点に関しては次の文献

　　をも参照せよ。鈴木謙一ｒ都市と産業Ｉ一関西からの産業論」，今井賢一・ 中

　　村秀一郎編ｒ地域からの産業論』筑摩書房，１９８０年，所収 。

　８）観光産業＝ｒこじき産業」論については，庄林二三雄ｒ地域の伝統と産業

　　京都からの産業論」，今井 ・中村編，前掲書，１７７べ一ソ，を参照 。

　９）大阪市総合計画局ｒ大阪市の都市計画』１９８１年４月，を参照 。

　１０）神戸市都市計画局『神戸の都市計画』Ｖｏ１１９，昭和５９年３月，を参照 。

（４８）
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第１章　京都市産業経済の趨勢の総括的特徴

　京都市経済のセミマクロ ・レベルの趨勢におげる成長条件の衰退傾向ないし

脆弱化については既に別稿にて詳論し検証したので，こ二てはそれ以上論じ。る

必要はない，と考える 。

　そこで，まず，昭和４８年以降今目に至る商工業を中心とした京都市産業経済

の総括的特徴を摘出しておきたい。げだし，東京 ・大阪両都市を除けは，大都

市といえとも商工業の盛衰が爾余の産業を含めて都市経済の盛衰を決定的に規

定しているからである 。

　第１に，京都市の製造業においては伝統的地場産業，就中，和装品産業の長

期衰退傾向の進行に依然として歯止めがかからず，出荷額等（以下，出荷額と略

す）の成長率が比較的高いニレクトロニクスを軸とするいわゆる「都市＝金属

加工型」工業も工場の市域外流出問題を抱え成長率が相殺されて京都府平均に

はるかに及ぱたい 。

　しかも，京都市工業では和装品が圧倒的な比重を占める繊維工業が「産業中

分類」基準におげる最大産業であり ，西陣織 ・京染友弾染等の和装品部門の衰

退傾向が京都市経済全体の動向をなお規定しており ，そのうえこの部門でさえ

倒産 ・経営難による工場の閉鎖 ・縮小とともに生産機能＝工場の丹後地区を中

心とした市域外流出に拍車がか上っ ているのである 。

　かくして，西陣地区ではいわゆるｒ産業空洞化」が急速に進行している，と

いわなげれはならない。京都市におげる経済と工業が衰退傾向を持続するのか ，

それとも上昇軌道へと反転することができるのか否かの今まさに正念場を迎え

ている根源の一つはこ｝こある 。

　さらに，京都市におげる事業所数 ・従業者数 ・出荷額でみたいわゆる先端技

術産業の工場立地の立ち遅れもかなり明白である，と指摘せざるをえない 。

　第２に，製造業におげる繊緯工業の衰退傾向とともに，京都市経済の衰退傾

　　　　　　　　　　　　　　　　（４９）
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向に抽車を掛げているのが和装品等繊維品に高度に特化した卸冗業の停滞と小

売業の伸ぴ悩みである 。昭和５１年と対比した昭和５７年の京都市の卸冗業年問販

売額増加率は５５．Ｏ劣で全国の７９．３劣に２４．３ポイソトも低く ，また同じく京都市

の小売業年問販売額増加率は５９０劣で全国の６７７劣に８７ポイソト及はない
。

そのうえ，昭和６０年商業統計調査によれは，昭和６０年の京都市の年問商品販売

額は前回調査の昭和５７年比で卸冗業の３３劣減の影響をうげて全体として１５

劣滅という異常事態とな っている 。

　第３に，京都市商工業に占める比重の極めて高い観光産業は，実質個人所得

の伸び悩みと東北 ・上越新幹線の開業，高速自動車道の延長，東京デ ィズ ニー

ランド開業たど全国の新しい観光資源開発 ・各種博覧会やエベント開催，さら

に海外旅行の増加たどの影響をうげて，昭和５０年代において集客 ・観光消費額

の成長力を喪失し，それに加えて今目「古都税紛争」のあおりで京都市経済の

景況に一層悪影響をもたらしている 。

　第４に，今目の産業構造の高度化の最も重要な方向の一つとしていわゆる

「情報化」過程が急進展している。コソピ ュータや各種通信手段を活用した生

産・ 販売 ・事務処理過程の「エレクトロニクス化」「メカトロニクス化」ない

しＦＡ化 ・ＯＡ化への適応は産業経済活性化 ・生き残り戦略の展開にとっ て避

けることのできない道筋である。それを支え推進するうえで欠かすことのでき

ない重要た産業の一つに情報サービス業がある。そして，この国の情報サービ

ス業の立地は大都市（特に東京都区部）に集中しているが，京都市は東京都区部

・大阪市 ・横浜市 ・名古屋市はもとより札幌市 ・福岡市 ・広島市にも先を越さ

れ川崎市 ・神戸市と肩を並べる位置にある。この点も，京都市産業経済の将来

に一層暗い影を落している 。

　第５に，京都市は，都市計画および都市建設の主要分野において６大都市の

なかで著しく遅れていることである。特に産業活動に不可欠な道路整備では政

令指定都市のなかで最も遅れており道路渋滞率は近畿圏随一というほと深刻に

なっ ている。他方で，道路交通に代替する公共交通ネ ヅトワークが整備されて

いるわげでもない。さらに，下水道整備率や都市公園面積など杜会資本＝イソ

　　　　　　　　　　　　　　　　（５０）
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フラストラクチ ュア整傭で立ち遅れを示している，と思われる。これは，政令

指定都市のなかでの京都市におげる長年に亙る市民　人当り公共投資水準の低

位性によるものである。それにも拘らず，京都市の地価は相対的に高水準とな

っており特に工場立地にとっ ては重大な障害となっている。この異常地価の最

大の原因はこの国の大都市土地需給の異常な不均衡やそ刺こ起因する独占地価

の彩成さらに開発に伴う土地増価益（キャピタルゲイソ）の公共的還元原則の欠

落にあるが，同時に京都市当局によるこの都市の地勢的特性を十分考慮した都

市計画手法の活用に重大な弱点があったことにもよる，と思われるのである 。

それが，京都市の都市計画用途地域指定におげる準工業 ・工業 ・工業専用地域

（工場用地）の未立地面積比率が極めて高い事実に表われているのである 。

第２章工業成長力の脆弱化傾向

第１節　京都市工業の分析視角

　６大都市との比較において京都市工業を分析するために基礎統計として作成

したのが第１ ・２ ・３表である 。

　この国の大都市は，今目，欧米諸国と同様に，工業的成長力を減退させてい

るのが一般的趨勢である。他方で，こうした趨勢の下で大都市，就中，東西両

巨大都市を中心として工業では全国の動向とは異質の構造的変化が進行してい

る。

　東西の巨大都市経済のいわゆる「活性化」ないし「再生」の基本的方向は工

業によっ てではなく（とはいえ都市：知識集約型工業の新たな立地展開は不可欠と思

われる），むしろ国際的な金融 ・情報 ・研究開発等の撲能の拡大や各種知識集約

型サービス業の拡張にある，と思われる 。

　だが，その他の大都市のそれは，適切な情報 ・研究開発等の高度な知的機能

や各種知識集約型サ ーヒス業の配置とともに，王要、こはなお商工業の拡大均衡

　　　　　　　　　　　　　　　　（５１）
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的な（再）開発によっ て果たされる，と思われる。したがって，東西両巨大都市

や広域経済＝大都市圏の中心都市とその他の大都市を同列に置いての立論は誤

りであろう 。同時に，大都市圏としての中都経済圏の中心都市である名古屋市 ，

地方経済圏の中核都市としての札幌 ・広島 ・福岡各市と京都市を含む爾余の諸

都市とを同列に置いて論じることもできないのである 。

　扱て，昭和４８～５８年におげる６大都市のなかでの京都市工業の総括的特徴を

一言でいえは，産業活性化の重要な指標である事業所数を減少させた唯一の都

市であるとはいえ，従業者数の減少率では神戸市と肩を並べ横浜市に次いで少

なく ，出荷額増加率では名古屋市と肩を並べ横浜市につぎ全体として中位の位

置を占めている，と言えよう 。

第２節　昭和４８～５８年におげる事業所数の趨勢

　周知のように，活発な起業活動と工場立地の展開こそ中長期的な産業活性化

や地域活力の動向を占う最も重要な指標の一つである 。

　昭和４８～５８年に全国工業の事業所数は７１，８３３＝１０１％増となり ，特に昭和５０

年代後半（昭和５５～５８年）の増加が著しい 。

　昭和５８年現在，全国工業の事業所数構成比が５ガ以上の業種でこの期間の事

業所数増加率が２５％を越えるのは，都市＝雑貨型工業類型の出版 ・印刷（４５
．６

劣増）およひ衣服 ・その他（３７０％増）と都市＝金属加工型工業類型の電気機械

（３５７％増）およぴ　般機械（２９９％増）の４業種である。その他に増加率の著し

いのは，石油 ・石炭製品（４４．Ｏ％増）とゴム製品（４０．３％増）である 。

　他方で，事業所数が減少したのはいずれも地方資源型工業類型の食料品（５０

劣減），繊緯（１４８％），木材 ・木製品（１７０％）の３業種である。しかも事業所

数の最も多い繊維工業が絶対数で１７，２９９もの大幅減とたっており ・そのうち京

都府だげで２，５１４の減（１４．５劣），京都市だげで１，３５７の減（７・８％）となってい

るのが止目される 。

　また，この間の全国工業の事業所数の趨勢を軽工業 ・重化学工業の視点でみ

ると，軽工業が５０％増，重化学工業が２１６％増となっており ，後述する従業

　　　　　　　　　　　　　　　　（６４）
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者数 ・出荷額と 二もにこの国の工業はなお重化学工業化が進行していることを

示している 。

　６大都市のたかで，第１表で明らかたように，京都市を除いた５大都市はす

べて事業所数を増やしている。全国水準をも越えているのは，横浜 ・大阪 ・神

戸の３都市である。京都市のみが１，１９６：６．６カ減であワ ，これは前述したよ

うに事業所数で過半を占める繊維の大幅減の影響が決定的である
。

　同時に，６大都市の事業所数の動向で注目に値するのは，全国工業とは異た

って，都市＝雑貨型業種（衣服 ・その他，出版 ・印刷，ゴム製品，なめし皮 ・毛皮 ，

その他の製造業）の大幅増により軽工業の増加が重化学工業のそれを上回る傾向

が表われ始めていることである。とくにそれは，東京都区部 ・犬阪 ・神戸の３

都市である。就中，東京都区部では，た父 独り重化学工業の事業所を３７％減

らしながら，軽工業のそれは１２５％も増加させているのである。その中でも ，

都市＝雑貨型業種は６，８８７事業所：１９１労増とたっている。かくして，東京都

区部の工業は高地価 ・相対的高賃金に制約されて今や典型的な高付加価値 ・知

識集約 ・ファッ ショソ志向型という意味で都市（＝雑貨）型軽工業（昭和５８年で

全事業所数の４７．９％〔全国平均 ：３０．８％〕）へと特化しつ二 ある 。

　京都市の場合は，東京都区部とは唯一の全く反対の位置にあり ，軽工業の事

業所を１，３０９＝８．３％も減らしつ二 重化学工業のそれを１１３＝５．Ｏ％増加させて

いるのである。とはいえ，か二る傾向が移成されたのは軽工業のなかで６０劣前

後を占める繊維の大幅減によるものである 。都市＝雑貨型工業業種だげをとり

だせは，昭和４８～５８年に２９７事業所＝９０劣増加し全事業所数に占める比率も

１８．４劣から２！．４労にたっている 。

　その他の都市の昭和５８年に都市＝雑貨型工業業種が全事業所数に占める比率

は， 横浜市 ＝２６．７劣，名古屋市 ＝３５．２％，大阪市 ＝４１．４劣および神戸市 ＝４９．Ｏ

劣となっている。この類型の事業所比率で神戸市が６都市中最も高いのは昭和

４８～５８年に９４１事業所＝３５劣も増加させたからである 。

　６大都市におげる昭和４８～５８年の都市＝金属加工型（都市型重工業）類型業種

（金属製品，一般機械，電気機械，輸送用機械およぴ精密機械の５業種）の事業所数の

　　　　　　　　　　　　　　　　（６５）
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動向には，かなりのバラツキが見られる。東京都区部だけは　般機械を除いて

この類型の事業所数をすべて滅らし総計で９７６事業所＝２９％減とたっている 。

その他の都市は，横浜市 ＝３０．１劣増，神戸市 ＝１３．１％増，名古屋市 ＝１３．１％増 ，

大阪市＝６．５劣増，京都市 ＝４．Ｏ劣増となっている。全国工業では５業種すべ

てが２桁増の平均２２．６劣増であった 。

　この金属加工型工業類型というのは，今目では都市型といっても３桁分類基

準で見ればかなり多くの業種は大都市（特に巨大都市）型というよりはむしろそ

の周辺＝衛星都市型および地方中小都市型の傾向をもっ ている，と思われる 。

換言すれは，この工業類型の研究開発機能はまさしく大都市型であるが，生産

機能は高度の技術者型生産プ ロセスを必要とする品目は大都市型に属するにし

ても単純 ・技能者型生産プ ロセスの場合には周辺都市および地方中小都市が立

地適性をもっ ているのである。しかし，生産機能は既設事業所の拡張によっ て

も拡大されるので，ヨリ正確には従業者数 ・出荷額の指標による吟味が必要で
　１１）

ある
。

　基礎資源型工業類型（バノレプ ・紙，化学，石油 ・石炭製品，鉄鋼およぴ非鉄金属の

５業種）の事業所数は，全国 レベノレではなお増加傾向にあるが，東京都区部 ・

横浜市 ・大阪市では減少傾向，宅古屋市では横這い，神戸市 ・京都市ではなお

増加憤向にある 。

　地方資源型（軽）工業類型（食料品，繊緯，木材 ・木製品およひ窯業 ・土石製品の４

業種）の事業所数は全国 レベルでも６大都市でも全般的には：減少傾帥こあり ，

特に繊維と木材 ・木製品ではかなり鋭い減少カーブを描いている 。

第３節　昭和４８～５８年における従業者数の趨勢

　この期問におげる全国工業の従業老数は，昭和４８年から５４年にかけて減少基

調で推移し，そこから反転に向い昭和５８年には昭和４８年のＯ．４劣＝約５万人増

と僅かながら上回った 。

　これは，全体として，軽工業が従業者数をなお減らし続けている（約２５１万人

：４４劣減）のに対して，重化学工業は都市＝金属加工型の　般 ・電気 ・精密の
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機械３業種（約５１．２万人 ＝２０．Ｏ％増），就中，電気機械の従業者数増（約４３．１万人

＝３５．５％増）により ，３０．２万人＝５．４劣増となった結果である 。

　他方で，止目すべきことは，この問，軽工業にあっても都市＝雑貨型工業は

家具 ・装備品を除く５業種で従業者数を増加（この類型全体として約１５．６万人 ＝

７． １％増）させ，全工業に占める構成比も１９．５％から２０．８劣へと僅かたがらユ ．３

ポイソト増加させていることである。ところが，食料品を除く地方資源型軽工

業の従業者数の大幅減が軽工業全体の減に繋がったのである。すなわち，繊緯

の約２２３万人＝２２８劣減，木材 ・木製品の約１３３万人：２８６劣減およぴ窯業 ・

土石製品の約４．９万人＝８．９劣滅とたり ，この類型の工業が全工業に占める構

成比も２８．２％から２４．８％へと３．４ポイントも減少したのである 。

　ところが，昭和４８～５８年の６大都市の工業は全てほ父一貫して従業者数を減

らしつ父けた。減少率の最も高い東京都区部，それに次ぐ大阪市と名古屋市 ，

第３のグノレープとして神戸市と京都市，減少率の最も低い横浜市という編成に

なっ ている 。

　この結果，昭和４８～５８年におげる事業所当りの従業者規模は全国でも小さく

なっ ている（１６．９人→１４．５人）が，大都市では一層小さくなっているのである

（６都市平均 ＝１３．８人→１０．３人）。

　また，京都市を除く５都市は，事業所数の趨勢と同様に，重化学工業の従業

老数の減少率が軽工業よりも高くなっている。そして，東京都区部 ・大阪 ・神

戸の３都市はこの間一貫して工業従業者数におげる軽工業の構成比を上昇させ

てきたが，残りの３都市はこの点では振幅は小さいもの二一進一退で推移して

いる 。

　東京都区都の重化学工業は全業種で従業者数を減らし総計約１７．５万人 ＝３４．２

劣の大幅減となっている。名古屋市と大阪市の重化学工業も全業種増とな って

いる。神戸市も鉄鋼と造船から転換したと思われる　般機械が大幅増とな って

いるほかは全て減少した。特に造船を中心とした輸送用機械は約６０劣も滅少し ，

また特化係数のなお大きい鉄鋼の約２９劣減も重大である。名古屋 ・大阪 ・神戸

の３都市の重化学工業従業者数は全体としていずれも２０劣台の減となっている 。
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重化学工業都市ともいうべき横浜市は，神戸市と同様に，鉄鋼の約６０劣減から

　般機械の９４％増に見られるように従業者数の増減率でかなり大きいハラソ

キを示している 。

　京都市は，６大都市の中では唯一の内陸都市として臨海 コソビナート＝用地

用水型の素材＝基礎資源型工業と疎遠であり ，重化学工業分野では景況の好調

な都市＝金属加工型類型に相対帥こ特化し，しかも基礎資源型重化学工業でも

相対的に従業者数の減少が抑えられた結果，全体としてのこの分野の従業者数

の減少率は最も少ない。そして，注目に値するのは，電気機械でその他の５都

市が従業者数を減らしているなかで全国 レベルに比肩すべくもないが京都市の

みが１０．９劣の増となっていることである 。

　他方で，昭和４８～５８年におげる６大都市の軽工業の従業者数の趨勢に着目す

ると，その減少率を３グループに大別することができるように思われる 。第１

グループは，減少率の最も低い神戸市である。第２グループは，減少率１０劣前

後の横浜 ・大阪 ・東京都区部の３都市である。第３グノレープは，減少率の最も

高い名古屋 ・京都の２都市である 。

　こ二で特に止目すべきことは，都市経済の「サービス化」「ソフト化」（国際

金融 ・情報都市化）の先頭を走っている東京都区部が軽工業では比較的健闘して

いることと軽工業依存度の最も高い京都市の従業者数減少率が最も高いことで

ある。このことは，後述する出荷額の趨勢ともほ父一致する 。

　東京都区部は，軽工業では特化係数の極めて高い「知識集約化」産業の典型

の一つというべき出版 ・印刷の従業者数を１９劣増加させ，工業全体での構成

比が１／４に近い２４．５％となり ，この業種の全剛こ占める比率は３４．４劣という驚

くべき水準になっている。同時に，この問の都市＝雑貨型軽工業の従業者数構

成比を全体で３５．８劣から４３．６劣へと７．８ポイソトも増加させている。それとは

反対に，地方資源型軽工業の従業者数構成比は０７ポイソト減少させて１０６％

カ・ ら９．９％７こな った 。

　その他の５都市の軽工業内部の趨勢には東京都区都と同様の傾向が認められ

るが，都市＝雑貨型軽工業への特化傾向はたお比べようもない程弱々しい。昭

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８）
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和５８年の横浜市と京都市の都市：雑貨型軽工業の従業者数構成比は全国平均に

も達しない。しかし，この間，大阪市は６．８劣増の３１．８〃こ， 神戸市は５．４劣

増の２８６刎こ， 名古屋市は５０％増の２３５〃こ， 都市＝雑貨型軽工業の従業者

数構成比を増加させた 。

　６大都市のなかにあ って，地方資源型軽工業への依存度カミとび抜げて高い京

都市は，食料品で従業者数を増やした（７０３人 ＝５．１劣）もの二 ，基軸工業の繊維

でユ万７，Ｏ０７人＝２８１％も減らし，さらに木材 ・木製品でユ，Ｏ０２人＝２４６％の

減， 窯業 ・土石製品で１，２６３人＝２６４劣の減を記録した。軽工業業種で食料品

のほかに都市＝雑貨型の家具 ・装備品，ためし皮 ・皮革，基礎資源型のパルプ

・紙で従業者数を増やしたが，繊緯等の減少を到底相殺することはできなか っ

た。 かくして，京都市は，６大都市のなかで軽工業従業者の減少率が最も高い

ユ７．５劣減とな ったのである 。

第４節　昭和４８～５８年における出荷額の趨勢

　（１）人ロー人当り出荷額と付加価値額

　出荷額ないし付加価値額の趨勢は，工業径済全体の帰趨を占うのに最適な指

標といわれる 。

　そこでまず最初に，全国と６大都市の工業の絶対的水準を昭和５８年における

人ロー人当り工業出荷額と付加価値額で確認しておこう 。

　６大都市の人ロー人当り工業出荷額は，（：）大阪市＝２７６万円，　名古屋市 ＝

２０９万円，　横浜市＝２００万円，＠神戸市 ＝１９２万円，（…）京都市 ＝１６０万円 ，

＠東京都区部 ＝１５９万円，という順位にたっている。また，付加価値額では ，

¢大阪市 ＝１１６万円，◎名古屋市 ＝７３万円，　神戸市 ＝７２万円，　東京都区部

＝６９万円，◎京都市 ＝６８万円，　横浜市 ＝６３万円，という順位になっている 。

横浜市の出荷額と付加価値額における順位の違いは，石油 ・石炭製品製造業の

比重が特化係数３．３５と極めて高く付加価値額／出荷額比が極めて低いこと（３．３

％）による。剛こ， 昭和５８年のこの国の人ロー人当り工業出荷額は２００万円 ，
　　　　　　　　　　　１２）
付加価値額は６８万円である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６９）
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　この指標の限りでは，大阪市は昭和３５～４４年を中心として多数の工場の市域
　　１３）

外移転を経験し大都市のなかでは「都市衰退」傾向が最も著しいが，それにも

拘らず依然として工業都市的性格をなお残しており ，この面では東京都区部は

後塵を拝している。大阪市の都市計画法用途地域指定におげる工業地域（準工業

・工業 ・工業専用各地域の合計）面積は７，４５８ｈａで市域面積の３５．４％に達し（昭

和５８年３月現在），実際の用途別有租地総面積におげる工業地でも２７．１％の

　　　　　　　　　　　　　　　１４）
２，

８９３ｈａにも及んでいるのである。神戸市の工業地域面積は７２９ｈａで市域
　　　　　　　　　　１５）
面積の１．３〃こすぎたい。また京都市の工業地域面積は３，２９４ｈａで市域面積

の５．４刎ことどまり（昭和５６年１月），土地利用地目別面積におげる工業地は
　　　　　　　　　　　１６）
１， ２０９ｈａである（昭和５５年）。

　扱て，京都市の人ロー人当り工業出荷額並びに付加価値額は，工業の拡大再

編成で都市活性化を構想する必要の必ずしもない東京都区部と同一水準にあり ，

６大都市の中で神戸市にも遅れをとり最下位に近い第５位に位置しているのは

重大である 。

　（２）昭和４８～５８年における出荷額増加率

　だが，昭和４８～５８年におげる京都市工業の出荷額増加率は，第３表に明らか

たように，横浜市につぎ，名古屋市と並ぶ第２位である。この間におげる６大

都市の出荷額増加率は，数字の上で，ほ父４グループに大別できるように思わ

れる。すなわち，１０９劣増で首位に立つ横浜市，第２グループは８０劣台の京都

市と名古屋市，第３グループは７０劣台の神戸市および第４グノレープの６０劣台の

大阪市と東京都区部である。但し，横浜市のそれは特化係数の高い石油 ・石炭

製品（昭和５８年 ＝３．３５）でいわ凍水膨れにな っており ，この業種を除くと８３・６劣

になり第２クノレープと同じ水準になることも銘記すべきであろう 。

　ところで，全国工業の昭和４８～５８年における出荷額増加率は１３１％であり ，

横浜市を除いた５都市は大きく水を開げられている。東京都区部 ・大阪市は全

国水準のは父半分に過ぎず，京都市 ・名古屋市 ・神戸市はその３／４～４／５に留

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
まる。この事実は昭和３５年以来続いている趨勢の継続である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（７０）
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　（３）重化学工業化の進行と大都市における軽工業化への逆転現象

　同時に，全国の工業構造は重化学工業化がたお進行していることを示してい

る。 すなわち，全国工業の重化学工業化率は昭和４８年の６０．６劣から昭和５８年に

は６４．５劣まで上昇した。この期問における全国の重化学工業の出荷額増加率は

１４５８劣，軽工業のそれは１０８０〃こ留まっ た。

　ところが，６大都市のなかで重化学工業化がなお明確に進行していると規定

できるのは横浜市のみである。この点で，京都市は名古屋とともにジグザグ コ

ースを歩み，趨勢的には重化学工業化が進展しているように思われる。他方で ，

爾余の東京都区部 ・大阪 ・神戸の３都市は，従来の趨勢から軽工業化への逆転

コースを歩み始めたように思われる。東京都区部の重化学工業化率は５３．２劣か

ら４６．９劣へ， 大阪市は６３．３％から５８．９％へ，神戸市は５９．４劣から５０．Ｏ劣へと傾

向的に減ってきた 。

　それを別の角度から見れぼ，昭和４８～５８年において，東京都区部は工業総出

荷額増加率が６大都市中最下位であったにも拘らず軽工業のそれは神戸市に次

ぎ第２位に位置し，また東京都区部と同様の地位にある大阪市も軽工業では第

３位に付げているのである。神戸市が軽工業出荷額の増加率で首位に立ったの

は， その中で圧倒的比重を占める食料品と雑貨型工業業種が全体として好調に

推移したからである。工業総出荷額の増加率で首位に立った横浜市は軽工業で

は最下位であ った。名古屋市の軽工業は，相対的に比重の高い地方資源型業種

が食料品を除いて不調に推移したのが響いた。こうしたたかで，６大都市中最

も比重の高い京都市の軽工業の増加率は，特化係数の高い繊維並びに衣服 ・そ

の他繊維製品，木材 ・木製品等伝統地場産業 ・産地産業の不調で第５位に甘ん

じた 。

　他方で，６犬都市の重化学工業の出荷額増加率を見れぼ，軽工業の地位とほ

£全く逆転し，増加率の格差も３倍以上で極めて犬きい。重化学工業が後退し

ている東京都区部 ・神戸 ・大阪の３都市が下位クループに位置し，中問に名古

屋市が付げ，首位に重化学工業都市＝横浜が位置し，重化学工業化率の最も低

い京都市はまた名古屋と横浜の中問に位置するとい引贋位構成である
。

　　　　　　　　　　　　　　　　（７１）
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　（４）工業類型別出荷額の構成比と増加率の推移

　そうした６大都市内部におげる工業的盛衷と構成変化の差異は，類型別出荷

額の構成比と増加率の差異として現われている（第４表を参照）。 全国工業では ，

昭和４８～５８年におげる工業類型別出荷額の増加率は，都市＝金属加工型（２５

倍），都市＝雑貨型（２４倍），基礎資源型（２３倍），地方資源型（１９倍）の順序

にたっている 。

　Ｌかし，６大都市では出荷総額増加率の差異とともに類型別構成比と増加率

も全国的趨勢とはかなり違った変化を示している 。

　都市＝金属加工型が出荷額増加率第１位になったのは，京都市（２１５倍）の

みである。これは，電気機械（２．７３倍）と輸送用機械（３．０５倍）が大きく寄与し

た結果である 。

第４表　１９７３年／８３年における全国 ・６大都市工業の類型別

　　　出荷額等の構成と増加指数

　　　　東京都
全国区部横浜市名古屋市大阪市神戸市京都市

都

　　　　　　実数
　　　 ’８３年構成比
　　　　　　指数

禽１僻霧成琵 ３搬墨１洲１
１１碧

９７３．６１０　　　４５．１１９　　　２９．３７０

４０．８％　３３．９％　５０．８劣

２５１ ．７　　　　１４５．０　　　　２０２．２

９． ９５９　　　１４．４０２

４１．７劣　３３．１％

１９．９０４　　　２３．２２４

４５．３％　３２．１劣

１９９．９　　　１６１ ．３

市

雑１僻霧成琵
１餓繊１

１饗 １１：携

型 　　実数２９４．０６７５５．３０４　３．３３２　７，２７５
’８３年構成比　　１２．３％　４１．５％　　５．８％　１６．６％

　　指数　２３９．６　２１４．８　１７８．９　２２３．０

譲１僻霧成琵
２蛾搬

資１１僻１１

源
努１僻霧成琵
２搬蛾

型姦「実数… ，・・・・・…

型１僻篤成装 ２脇 １脇

８． １８９

１８．８劣

１７．８１４

２４．６劣

２１７．５

５． １４６　　　　３．７６４

３４．０劣　２９．２劣

９． ８２７　　　　８．０８４

３６．６劣　３４．０％
１９１．０　　　２１４．８

２． ２１９　　　　２．０３４

１４．７％　１５．８劣

４． ６５８　　　　３．６４２

１７．４％　１５．３％
２０８．７　　　　１７９ ．１

。１：１努 。ｌ
１鍔；１：甥

。１：瀦 １搬

籔・鱗脅燐
・１霧

１隻１莞

。ｌ１鍔 。；１亨碧 。１：携 。書１鍔 。ｌ１腰

。，

。。。８，。。。。
，。。９…＝二汀

。， ３３．

１鮒 １搬 １繊 ３搬 ３融

備考）実数の単位は，億円。構成比は全国 ・６大都市の夫々の出荷総額に対する百分率を示す。

　　指数は ’７３年を１００とした増加指数。
資料）通産省ｒ工業統計表（産業編）』１９７３年及び８３年版。
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　都市＝雑貨型が出荷額増加率第１位になったのは，東京都区部（２．１５倍），名

古屋市（２．００唐）および大阪市（２．１８倍）である。この中では，東京都区部の雑

貨型の出荷額増加率が爾余の３類型よりもはるかに高く ，その結果，雑貨型の

構成比が昭和５８年には４１．５％になり特化係数が３．３７にもなったのが止目され

る。 大阪市でさえこの特化係数は２．ＯＯである 。逆に，横浜市の雑貨型工業の特

化係数がＯ．４７というのも東京都区部の衛星都市としての重化学工業都市ならで

はの事実を反映している 。

　ところで，前述したように，雑貨型工業類型が大都市型であるというのは ，

昭和５８年の全国工業総出荷額に占める６大都市の比重が１５．Ｏ劣という事情の下

で， この類型の全国出荷額に占める６大都市の比重が３ユ．３劣に及び，他方で金

属加工型は都市型といわれながらも１３．９％にと父まっ ているからである。雑貨

型の構成比が全国平均を上回っているのは横浜市を除く５都市であるが，金属

加工型のそれは横浜と名古屋の２都市のみである 。

　つぎに，構造停滞産業といわれる素材産業から成る基礎資源型が出荷額増加

率第１位になったのは横浜市であり ，全体として一層深刻な景況にある地方資

源型が出荷額増加率第１位にたったのは神戸市である。前者の横浜市の場合は ，

前述したように，基礎資源型工業のなかの特化係数の著しく高い石油 ・石炭製

品の名目出荷額の急膨張によるものである。後者の神戸市の場合は，地方資源

型工業のたかで圧倒的比重（８７．２劣→９２．２％）を占める食料品が極めて好調に出

荷額を伸ばしたこと（２．３４倍）による 。

　こうしたなかで，京都市工業は構成比の最も高い地方資源型（４４８劣→３９２

％）で全国と同様に最も増加率が低く（６１．８％），また構成比の最も低い基礎資

源型では金属加工型に次ぐ増加率（１０９．Ｏ％）を示し，さらに雑貨型の増加率
（７９．１％）は第３位で６大都市中横浜市（７８．９劣）と並ぶ最下位グノレープに位置

する 。

　周知のように，京都市工業のたかで地方資源型が最大の比重を占めるのは特

化係数の極めて高い和装品を基軸とする繊維（４．１→５．８）が単独業種としてま

さに最大の比重を占めている（２５９％→２０３％）からであり ，また繊維につく比

　　　　　　　　　　　　　　　　　（７３）
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重を占める食料品（１４．０％→１５．２％）の存在によるものである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
　京都市の繊維は，長年に亙って，業界 ・行政機関挙げての需要振興の努力で

出荷額を４４７劣増加させたが，ピーク時と比へた出荷数量減（５割～７割）は如
　　　　　　１９）

何ともし難く ，さらに近年は出荷額さえも横這いたいし徴減傾向にあり ，産業

として衰退傾向に歯止めの掛かる徴侯はない。この出荷額の増加率さえ，京都

市を除く５都市をはるかに凌駕しているばかりでなく全国のそれをも越えてい

るのである。すなわち，昭和４８～５８年の５都市と全副こおげる繊緯の出荷額は ，

神戸市がマイナス１０．１％，名古屋市がＯ．２劣増の全くの横這い，残りの３都市

が５．６劣～２１．３劣の増，全国では２８．６劣増である
。

　この国の繊維工業は，木材 ・木製品工業とともに，「国際比較劣位」の下で

衰退過程ないし長期に亙る構造不況にある。そして，神戸市に典型的な同じ構

造不況 ・需要低迷業種である鉄鋼業や造船業がトラスチ ックな業種転換ないし

新規事業開拓に精力帥こ乗り出しているのに対して，京都市の和装品製造業は

基本的には同一製品の需要振興 ・開拓に専念しているように思われる 。

１１）いわゆる（大）都市型産業および工業に関しては，三輸公夫「工業の地域構造は

　とのように変化したか」／中村秀一郎ｒ都市と産業皿一都市型産業の新生」，前

　掲書『地域からの産業論』所収 ，星野克美『都市型先端産業』日本経済新聞杜 ，

　昭和５３年，をも参照 。

１２）出荷額 ・付加価値額については通産省ｒ工業統計表（産業編）』昭和５８年版，

　人口については大都市統計協議会『大都市比較統計年表』昭和５８年版およぴ経済

　企画庁ｒ経済要覧』昭和６１年版，を参照 。

１３）前掲ｒ地域経済構造の新展開』，１２７～３２ぺ一ジ，を参照 。

１４）大阪市，前掲ｒ大阪市の都市計画』；大阪市『大阪市工業構造調査結果概要』

　昭和５７年７月 ，同ｒ大阪市の現況』昭和５８年１２月 ，大阪府土木部『都市計画資料

　集』（昭和５８年３月末現在）；同ｒ大阪府におげる都市計画の概要』昭和５９年１

　月，を参照 。

１５）神戸市，前掲『神戸の都市計画』，参照 。

１６）京都市ｒ京都市の都市計画』昭和５６年版；同ｒ京都市基本計画』昭和６０年３

　月，を参照 。

１７）拙稿ｒ京都府 ・市工業構造の時系列比較統計分析」，前掲誌，２７ぺ一ジ〔第９表

　＿（皿）〕，を参照 。
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１８）京都市経済局ｒ経済局事業概要』各年版；京都府商工部ｒ（京都府）商工行政

　施策の大綱』各年版 ，和装需要振興協議会「昭和５６年度和装需要振興協議会報告

　（Ｒｅｐｏｒｔ　ｖｏ１．１）』昭和５７年３月，を参照 。

１９）西陣織工業組合『西陣生産概況』各年版 ；第１１次西陣機業調査委員会『西陣機

　業調査の概要』昭和５９年版；京都府立中小企業総合指導所ｒ呉服市況』昭和５９年

　９月； 同ｒ京都染呉服製造卸産地診断報告書』昭和６０年３月； 笹田友三郎「西陣

　織物業の現況一第１１次調査結果の概要一」ｒ京都商工情報』Ｎｏ・１３２・１９８６年３月 ，

　を参照 。

第３章京都市における伝統地場産業の動向と問題点

第１節　京都市におげる伝統地場産業の総括的特徴

　こ上では，主に京都市工業のなかでかたり重要な比重を占める伝統地場産業

の動向を概括し，そして，就中，最大の比重を占める繊維工業そのなかでも圧

倒的比重を占める和装産業（とくに西陣織工業）の動向を分析し・京都市工業の

今後の展望を占う一助にしようとするものである。けだし，京都市の和装産業 １

とりわけ西陣織工業は伝統産業のたかでも最も枢要な地位を占めるからである 。

そこで，京都市工業における主として伝統地場産業の位置と構成を概観したう

えで本題に進みたい，と思う 。

　ここで，地場産業にｒ伝統」と冠されるのは，本来的には，明治維新以後の

この国の近代化過程以前に起源を持ち，したがってまたこの国の風土に適合的

た生活様式（和式 ・和風 ・和装）を構成する財貨を製造している産業であるとい

う意味においてであるが，それらを製造する技術 ・技法や素材が直接応用され

た洋式品目およひ明治期以降に直接の起源かあるにしても高度な手工業的（芸

術的）熟練を必要とする和洋式品目を製造する産業 ・業種も含まれる１と考え
　２０）

たい 。

　周知のように，京都市の伝統地場産業，すなわち伝統産業（伝統的工芸品産業）

ないし産地産業は軽工業業種を中心としてかなり厚い層をなしている。また ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７５）
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京都府のいわゆる地場産業は，食料品，繊維，木材 ・木製品，機械金属たとの

多業種に亙り ，３万に及ぶ企業があるといわれる。そのなかで，京都市は７０余

品目を製造し京都府地場産業のほとんと全業種が立地し，府全体の事業所数の
　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
５７．４劣，売上高の８０．３劣を占めている（但し，地場産業には銑鉄鋳物等重工業品目

もあるが本稿では言及しない）。

　扱て，京都市を中心とする物産品で昭和４９年の「伝統的工芸品産業の振興に

関する法律」（通称，伝産法）で指定されているのは，昭和５８年４月現在，全国

１４４品目中約１割に当る１５品目（昭和５７年３月現在）であり ，昭和５６年度現在の

京都府下を含むそれらの主要指標は，企業数 ＝１３，２４７，従事者数 ＝７５，６３５人 ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
伝統工云品年生産額＝２，６７２億円〔同種品目年生産総額＝４，３５０億円〕である 。

　同時に，伝産法指定品目と大部分は重複するが，京都市のなかで昭和５４年の

ｒ産地中小企業対策臨時措置法」（通称，産地法）で指定されたのは６業種中５

業種〔織物手加工染色整理，織物機械染色整理，絹人絹織物 ・毛織物，陶磁器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
および銑鉄鋳物〕（昭和５６年４月現在）に達する 。

　京都市域にはこうした伝統地場産業が特定地域に集中している品目として ，

西陣織，友禅，京染，渚酒醸造，すくき ・じゅんさい ・千枚漬，北山丸太，木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
材， 竹材，家具，仏具，京焼 ・清水焼，京陶人彩たどがある 。

　そうした地場産業は全国的に後継者の確保難，伝統技術の消減，原材料不足 ，

流通部門近代化の遅れ，排水 ・騒音等の公害問題，労働環境の前近代性，企業

揚模の零細性等とともに，需要の伸ぴ悩みという深刻な間題を抱えている。京

都市の伝統地場産業もその渦中にあるぽかりでなく京都市経済に占める比重が

極めて大きいが故に，地域産業政策のなかでの位置付げと方向性は重要である 。

　そこで，京都市の主に伝統地場産業の趨勢を工業類型別に整理してみると ，

以下のようにたるであろう 。

第２節　　「地方資源型」伝統地場産業

（１）繊　維

京都市の最大の伝統地場産業は何といっても和装品を中心とする繊緯工業で

　　　　　　　　　　　　　　　（７６）
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ある。これは，「産業小 ・細分類」では絹 ・人絹織物業，毛織物業，各種染色

整理８業種（いずれも産地法指定業種）や撚糸，刺繍 レース，編 レース，組ひも

等の製造業で構成される 。

　なかでも，絹 ・人絹織物業と染色整理業が繊維工業のなかで圧倒的比重を占

め， 紡績業をほとんと欠いているのが京都市繊維工業の最大の特色である 。

すなわち，昭和５８年現在，この広義の両業種で繊維工業事業所数の８２２％ ：

７， ０５４，従業老数の８５１％ ＝３７，０７９人，出荷額の８２３％ ＝３，９７６億円，粗付加価
　　　　　　　　　　　　　　　２５）
値額の８３．０％ ＝２，０４５億円に達する 。

　因に，昭和５６年（従業者４人以上事業所）におげる繊維工業に占める和装産業

の比重は，事業所数の８５８％（京都市工業の３５１％），従業者数の８２３劣（同 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
２３．２％），出荷額の８４．５劣（同，１７．５％）である。この和装産業の具体的品目を

列挙すれば，西陣織 ・凪友禅 ・京小紋 ・京鹿の子絞 ・京繍 ・京くみひも ・京黒

紋付染〔以上，いずれも伝産法指定品目〕等である 。

　京都市を中心とする伝産法指定！５品目（但し，主な製造地の大部分は京都市他と

たっている）のたかで占めるこれらの和装産業の比重は，昭和５６年度現在，企

業数の９２２％ ＝１２，２１５，従事者数の９４４劣 ＝７１，４００人，伝統的工云品年生産額

の９５．６％ ＝２，５５５億円〔同種品目年生産総額の９３．６％ ＝４，０７２億円〕にもなるの

　　２７）

である 。

　（２）食料品

　前項で指摘したように，京都市工業のなかで食料品製造業の占める比重は６

大都市のたかで神戸市に次いで高く ，しかも出荷額増加率も安定的に高い。そ

れは，「産業細分類」基準で見て，食料品出荷額のなかで１，２０７億円＝３３
．２劣

（昭和５８年）と抜んでた比重を占める伏見の酒に代表される清酒，目本茶および

それに関連する京和菓子 ・米菓，さらに水産練製品，野菜漬物，みそ，醤油 ，

食酢やあん類の製造業等の全国的に出荷される（伝統）地場産品の構成比が高い

ことによるものと思われる。これらの（伝統）地場産業業種の総出荷額は，昭和

５８年に少なくとも１ ，６００～１，７００億円前後（食料品全体の４０％台）に達している ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（７７）
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　　　　　２８）
と推計される 。
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　（３）木材 ・木製品

　北山杉に代表される京都市の木材 ・木製品製造業は，全国のそれとともに ，

特に木造住宅建設低迷の下で国内他産地 ・外材との競争が激しく和装産業より

もはるかに深刻な長期に亙る構造不況たいし需要低迷の最中にあり ，しかもた

お持続するであろうという見通しの下にある 。

　そのなかで，「産業細分類」では，　般製材およぴ造作材製造業で総出荷額

の６８．５劣：２０７億円（昭和５８年）と２／３以上を占め，その他に竹 ・とう ・きり

ゅう等容器，折箱，木箱たどが含まれ，大部分の業種が（伝統）地場産業に含ま
　２９）

れる 。

　（４）窯業 ・土眉製品

　京都市の窯業 ・土石製品製造業は，ガラス関連製品とセメソト ・コソクリー

ト関連製品で出荷額の３／４近くを占め，残りが主として伝統地場産業としての

粘土瓦＝京瓦，陶磁器関連（京焼 ・清水焼），石工品（京石工芸品）や七宝製品な

どの製造業であり（ヵ ヅコ 内は伝産法指定品目），昭和５８年の事業所数は２７３，従

業者数は１，５４８人である 。

　昭和４８～５８年におげる京都市の窯業 ・土石製品製造業の出荷額増加率は，全

国が２１８倍だ ったのに対して１６９倍に留まっ た。 この中で「産業細分類」基準

で前記の伝統産業を包摂する粘土瓦，食卓用 ・厨房用陶磁器，陶磁器置物，陶

磁器絵付，陶磁器用はい土，石工品および七宝製品の総出荷額は４４．７億円から

　　　　　　　　　　　　　　３０）
ユ０４．７億円の２．３倍とたっている 。

第３節　　「都市＝雑貨型」伝統地場産業

　（１）衣服 ・その他繊維製品

　昭和４８～５８年における京都市の衣服 ・その他繊維製品製造業は工業の中で木

材・ 木製品とともに最も不調た業種の一つであり ，出荷額の増加率は１４．２％に

　　　　　　　　　　　　　　　　（７８）
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留まっ ている。というのは，昭和４８年におげるこの製造業の出荷額の４５％ ＝

２５５億円を占めて最犬の（細目）業種であ った補整着（フラソヤー・ カートル等婦人

用下着等）製造業が昭和５８年には６劣＝３７億円に縮小し，同時に，それぞれ出

荷額の５劣前後を占めていた男子服および西陣織関連洋装品であるネクタイ製

造業がマイナス成長となっているからである 。

　他方で，京都市のこの業種もまた，全国と対比して，和装関連の伝統産業的

色彩が濃いと言わなけれぱたらたい。この点で「産業細分類」基準で特に目立

つのは和装製品（主要製品＝シ ョーノレ，ふろしき，着尺，長じ。ゆぱん，半えり）で ，

昭和５８年の事業所数は２８７（衣服その他製造業の３１４％），従業者数は１，６６１人

（同，２８．９％），出荷額は！６７億円（同，２７．５％）とな っている。この和装製品の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１）
出荷額自体は昭和４８年の２．２３倍とな っているのが止目される 。

　（２）家具 ・装備品

　昭和４８～５８年におげる京都市の家具 ・装備品製造業の出荷額増加率は，第３

表にも示されているように，全国（８６．２％増）および５大都市（７～５４％増）と

比較しても，かなり高い１３２．２刎こも達している。これは，この問に出荷額が

７． １倍＝１２１億円となって細目業種の首位（構成比 ＝３４．５％）に躍りでた事務所

用・ 店舗用装備品の決定的役割とともに，その他の品目の多くも比較的順調に

増加した結果である 。

　この業種には，伝産法指定の京仏壇，京仏具およひ京指物の３品目が含まれ

る。 これらの３品目は，「産業細分類」による家具〔金属製 ・漆器製を除く〕 ，

宗教用具，建具，目本屏風 ・衣桁 ・簾，鏡縁 ・額縁の５つの製造業と重畳する 。

この５つの細目業種すべてが伝統地場産業（和風家具 ・装傭品）では勿論たいし ，

またその比重は低下しつ二 ある 。昭和５８年現在，この５業種は，事業所数 ＝

５３５（家具 ・装備品全体の９３．２％），従業者数 ＝２，４７１人（同，７６．７％），出荷額＝
　　　　　　　　　　　　　　　　３２）
２２０億円（同，６２．７％）とた っている 。

（７９）
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　（３）　なめし皮 ・毛皮製晶

　京都市のなめし皮 ・毛皮製造業は，素材に皮革を使わず，西陣織物の裂地を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はく使用した和装用の「京袋物」およびその洋装への応用品（布鳥製ハソドバッ グ）な

どの袋物製造業が出荷額の大部分（８７～９５％）を占め，伝統地場産業の一部を

なす。袋物製造業は産業的に小挽模とはいえまさに「洋装化」に成功したと思

われ，昭和４８～５８年に出荷額を２．５倍とし，なめし皮 ・毛皮製品製造業の２，３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
倍（第３表では２．６倍）というかなり高い増加率に決定的に寄与した 。

　（４）その他の製造業

　その他の製造業は極めて雑多た都市雑貨品目で構成され，昭和４８～５８年には

東京都区部 ・京都市を除く４大都市および全国の出荷額増加率が２倍を越えた

成長業種である 。

　ここに含まれる京都市の伝統地場産業関連業種としては，伝産法指定３品目

である京漆器が含まれる漆器，京扇子および京うちわが含まれるうちわ ・扇子

・提灯，それ以外に人移〔京人彩，京陶人移〕，装身具 ・装飾品，畳等がある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）
これら品目の昭和５８年の総出荷額は，１４０億円程度であると推定される 。

第４節　西陣織物を中心とする和装産業の動向と問題点

　これまで京都市の軽工業におげる主として伝統地場産業の動向を概観してき

たが，そのなかで圧倒的比重を占めているのが和装産業であ った。そして，和

装産業を代表するのが西陣織物と京染 ・夙友禅である。こ二では，西陣織物を

中心とする和装産業の動向と間題点を検討する 。

　既に指摘したように，京都市繊緯工業のなかで伝統地場（ないし産地）繊維工

業は圧倒的比重を占める。その主要業種を掲示したのが第５表である（第１～

３表〔通産省〕と第５表〔京都市〕とでは統計数字に多少の違いがある）。 このなかに

は， 和装繊緯だけでなく ，その人材や技術 ・技法を活用ないし応用した服地，

自動車 ・イソテリア関連の洋装品目がかなり含まれているのは周知の事柄であ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（８０）
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第５表京都市におげる伝統地場繊維工業の主要業種の動向

８１

事業所数 従業者数 出荷額等
Ｓ． ４８ Ｓ． ５８ 増減 Ｓ． ４８ Ｓ． ５８ 増減 Ｓ． ４８ Ｓ． ５８ 増減

指数 指数 指数

２０　繊　　維　　工　　業
９， ９４３ ８， ５７９ ８６ ．２ ６０，７２４ ４３，５４６ ７１ ．４ ３３５，７３４ ４８２，９４２ １４３ ．８

２０３２撚糸製造業
１３５ １０２ ７５ ．６ ８０３ ５４３ ６７．６ ６， ２５９ １１ ，８００ １８８ ．５

２０４２絹・人絹織物業
４， ７７４ ３， ６９６ ７７．４ １８，４９２ １４，２５０ ７７．１ １０２，５７７ １８０，７３７ １７６ ．２

２０６染色整理業◎
３， ５３９ ３， ３５８ ９４．９ ３２，６７７ ２２，８２９ ６９ ．９ １６７，８９８ ２１６，８８８ １２９ ．２

２０６５織物手加工染色整理業＠ ２， ９４８ ２， ８２８ ９５ ．９ ２０，４８４ １５，４３６ ７５ ．４ ９４，９７１ １２５，１３７ １３１ ．８

　／◎ ８３．３劣 ８４．２％
一
６２．７％ ６７．６％

■
５６．６％ ５７．７％

一

２０８１－２刺繍 ・編 レース製造業 ３８ ４０１０５ ．３ ６２８ ３８５ ６１ ．３ ５， １８４ ５， ２７９ １０１ ．８

２０８４組ひも製造業
１０７ ７５ ７０．１ ６４３ ３８６ ６０．Ｏ ５， １４４ ４， ３１８ ８３．９

伝統地場繊維小計
８， ５９３ ・…１… ５３，２４３ ３８，３９３ ７２．１ ２８７，０６２ ４１９，０２２ １４６ ．Ｏ

伝統地場繊維／繊維 ８６．４％ ８４．８％
■
８７．７％ ８８．２％

一
８５．５％ ８６．８％

一

備考）Ｏ　単位は，事務所数９一桁，従業者数＝人，出荷額等９百万円である 。

　　＠　織物手加工染色整理業の数字は，染色整理業の内数である 。

　　　　増減指数は，昭和４８年をユ００とする昭和５８年の増減を示す。
資料）京都市総務局統計課『京都市の工業』昭和４８年 ・５８年版より作成 。

　第５表によれば，伝統地場繊緯工業のなかでは絹 ・人絹織物業と染色整理業

が大半を占め，主として，西陣織物は前者と，後者は京染 ・夙友禅と重畳する 。

だが他方で，染色整理業（８業種）のなかでは，機械染色３業種が主に服地 ，

自動車 ・イソテリア関係織物を製造し，織物手加工染色整理業には京友禅 ・京

小紋と 二もにプリソト服地を主力とする広幅手捺染（たいし広幅スクリーソ染色）

業が含まれている。染色整理業全体では，織物手加工染色整理業が出荷額にお
　　　　　　　　　　３５）
いてさえ過半を占める 。

　そして，昭和４８～５８年の動向について，繊維工業全体を基準にして比較して

みると，絹 ・人絹織物業と染色整理業とでは対瞭的な傾向を読み取ることがで

きる 。同１』者は，事業所数の減少が顕著であるが，それに正比例している従業者

数の減少率は相対帥こは少なく ，出荷額増加率はかなり高く京都市の軽工業を

も上回る。後者は，事業所数の減少は僅かで，従業者数の減少はかなり大きく ，

出荷額増加率も著しく少ない 。

　扱て，京都の和装を代表する西陣織と京友禅 ・京小紋は出荷数量的にはこの

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８１）



８２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第１号）

国の高度経済成長の終焉した昭和４８年前後でピークに達した 。

　夙友禅 ・京小紋は出荷数量は，既に昭和４６年度の１，６５２万反でピークに達し

た後一貫した減少基調で推移している。そして，昭和５８年度には５４７万反，さ

らに昭和６０年度には遂に５００万反の大台を割って４７５万反とピーク時の２８７劣

　　　　　　　　３６）
にまで減少している 。

　京都市におげる伝統地場産業のなかで最大の業種である帯地に代表される西

陣織の出荷数量も昭和４７年ないし５０年にピーク（資料にょっ て多少の相違あり）を

迎えている。こ上で，西陣織物について多少立ち入って分析してみよう 。

　西陣織工業は，第１図により企業数 ・織機台数 ・従業者数の３指標で見ても ，
　　　　　　　　　　　　　　３７）
主力の帯地を中心とした出荷数量でみても昭和４７年がピークである 。

　総織機台数は，ピーク時＝昭和４７年の３４，５５４台に対して昭和５９年には２５ ，２８２

台と７３刎こ減り ，従業者数（京都市内）は同じく２３，６１６人から１３，７８７人の５８％

にまで激減している 。

　従業者数（京都市内）のこの　　　第１図西陣織の企業数 ・織機台数 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従業者数の伸び　（昭和４１年 ＝１００）

激減は，周知のように，総織機
　　　　　　　　　　　　　　　　１２０
台数に占める市内織機台数（市

内の内機 ・出機の合計）の急減を

示すものである。す荏わち，昭

和４７年には１７，１６７台（総織機台

数の５２％）あった市内織機台数

は昭和５９年には３９劣も減少して

１０，４９５台（同，４２％）にまでた

ったのである。しかも，昭和

５９年には丹後への出機だげで

１１，４１３台もあり ，遂に市内織機

台数を越えたのである（但し，丹

後への出機台数そのものは昭和５６

　　　　　　　　３８）
年よりも減少している）。

１００

８０

６０

４０

１１１ ．５

．メ箒

、・… 再．
企業数

１．
６

３．１

．６４ ．Ｏ

目召４１　　　４４　　　４７　　　５０　　　５３　　　５６．　　５９

資料）『（第ユ１次）西陣機業調査の概要』昭和５９年版，より

　借用 。

（８２）



　　　　　　　　　　京都市産業経済の趨勢と問題点（上）（若林）　　　　　　　　　　８３

　西陣織の出荷数量のピークは，『西陣生産概況』昭和６０年版（第２図～１）に

よれば，主力の帯地，着尺，ネクタイおよびマフラー・ シヨーノレが昭和５０年 ，

金欄が昭和５１年であるが，近年主力品種の一つにたってきた室内装飾織物 ・和

装裂地 ・服地 ・その他はなお増加傾向にある 。帯地はピーク時の８６３万本から

昭和６０年には５２劣減の４１７万本へ， 着尺は同じく３４０万反から７９％減の７０万反へ，

ネクタイは１，６９６万本から５５％減の７７１万本へ（僅し，昭和５６年の６６７万本を底に

第２図～１ 西陣織品種別出荷数量の推移

（昭和５０年 巴１００）

室内装飾用織物 ・

和装裂地 ・服地 ・その他

　　／
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資料）（第２図に共通）西陣織工業組合『西陣生産概況』昭和６０年版，より借用

　　　　　　　　　　　　　（８３）



８４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第１号）

以後緩やかな回復を見せている），金欄は同じく３０８万
ｍ２ から６２％減の１１６万 ｍ２

へ， マフラー・ ショーノレは１１９万枚から７８劣減の２６万枚へと，今目ではいずれ

もピーク時の３０～５０劣水準になっている。だが，室内装飾織物等だげは昭和５０

年に３，３９０万 ｍ２ であったのが昭和６０年には２３倍の７，７１５万 ｍ２へと急増さ

せてし ・る 。

　　　　　　　　　第２図～２　西陣織品種別出荷金額の推移

　　：祉　　　　　蝉驚
二１１他

　　 ・・江　　　　
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　　　　　　　　　　京都市産業経済の趨勢と問題点（上）（若林）　　　　　　　　　８５

　西陣織業界はこうした出荷数量の減少を高級品（高付加肺値）化で出荷金額減

となるのを相殺する方向を追求してきた。しかし，第２図～２で明らかなよう

に， 帯地以外では高級品化による出荷金額増加策は成功していない。帯地だげ

は正絹ものないし正絹袋帯の割合を増大させ，品質高級品化の方向に適応する

ことができた 。

　だが，出荷数量減による出荷金額減の可能性をいつまでも高級品化で相殺す

ることはできない。まさに，帯地においてその事態が昭和５９年に起こっ たので

（億円）

３． ４００

３． ２００

３， ＯＯ０

２． ８００
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２， Ｏ００

１． ８００

１． ６００

１， ４００

’１

．２００

１， Ｏ００

　８Ｃ０

　６００

　４００

　２００

　　０

第２図～３ 西陣織総出荷金額の推移
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８６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第１号）

ある。昭和５０年以来出荷数量の減少を高級化路線で相殺してきた帯地は，出

荷金額を昭和５０年の１，４５６億円から昭和５８年には２，０１９億円へと１．４倍にした

（帯地単価は２．５倍）が，これをピークに昭和５９～６０年は２ケ年連続の減少に転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３９）
化し，昭和６０年に２５７億円＝１３劣減の１，７６２億円となった 。

　主力の帯地のか工る事態によっ て， 西陣織総出荷金額も昭和５９年に始めて前

年比５．２％＝１６５億円の減少を経験すること 二なったのである。そして，昭和

６０年は，室内装飾織物等の対前年比１３．７劣増とネクタイの徴増に支えられて辛

うじて対前年比減を免れ０９劣：２７億円増となったが，ピーク時の昭和５８年実

績に及ばない（第２図～３を参照）。

　昭和４０年代末以来，和装需要の低迷が指摘されて久しい。私は，和装産業は

需要低迷とか構造不況とかいうよりはむしろ産業衰退傾向にあるというのが正

鵠を得ている，と考える 。

　そして，出荷数量減が総出荷金額減と重畳した今こそ，西陣織業界したが っ

てまた京都の和装産業およぴ京都市経済にとっ てまさに正念場である。西陣織

と和装産業は，まさにこれからその産業的将来を問われるであろう 。

　そうした折りも折，昨年（昭和６０年）末，西陣織産地は，目本絹人繊維工業

組合連合会が実施主体となった絹織物用織機共同廃棄事業に京滋の絹織物業界

と二 もに参加し，１，１７０台（地区内現有織機の７７劣）を破砕した。この共同廃

棄は西陣織産地にとっ て昭和５２年およぴ５７年（両年で２千７百台を廃棄）に続き
　　　　　４０）
３回目である 。

　こうした和装需要衰退の原因の一部には，確かに東アジアの発展途上国や新

興工業国からの廉価な競合品との競争がある。だがしかし，この原因は，根本

的には，昭和４８年以降の不安定低成長下で基調的に勤労者世帯の実質可処分所

得と実質消費支出の平均増加年率がいずれも１０％前後であるという厳然たる

事実にあり ，か二る条件のなかで国民の選択的消費行動（消費のいわゆるｒ分衆

化」とｒサービス化」）が強まり ，また「局度経済成長期」世代の成人化と 二も

に生活様式の洋式化 ・合理化 ・「個性化」が一層進み目常生活に不適応な客修

品の購入を抑制する傾向が強まっ ている結果である，と思われる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６）



　　　　　　　　　　京都市産業径済の趨勢と問題点（上）（若林）　　　　　　　　　８７

　昭和４８～５９年におげるこの国の全世帯家計調査によれぱ，消費支出構造は食

料費が相対的構成比において大幅減（３２劣台→２７劣台），住居費が微減（５．Ｏ％水

準→４．６－７劣），光熱 ・水道費が５割増（４．２劣→６．６劣），保健 ・医療費が２．５～

２． ６劣の横這い，交通 ・通信費が５割増（６．０％水準→９．Ｏ％水準），教育費が同じ

くほ父５割増（２．６％→４．０％），教養娯楽費が８．Ｏ％で徴増憤向，その他が５．Ｏ

老前半で徴増傾向にあるたかで，間題の被服 ・履物費は昭和４８年の１００ガをピ

ークとして一貫した減少趨勢をたどり昭和５９年には７．Ｏ岩にまで低下した 。

　被服 ・履物費のなかでも和服費は昭和４８～５０年の消費支出構成比におげる

１． Ｏ～１．１劣をピークにこれまた一貫した減少趨勢となり昭和５９年にはＯ．５劣へ

と半減したのである。この間，和服費は名目（絶対）額でも１０劣程度しか増えて

いない。また，和服費の対前年実質増加率を見ると，増加したのは昭和５０年と

５７年のみで，残りの１０年問は２．１～２０．７％（単純平均７．４％）のマイナスである 。

　これを，昭和５０年代前半（昭和４９～５４年）と昭和５０年代後半（昭和５４～５９年）の

和服個別品目支出の年平均実質減少率の相関で見ると，それぞれマイナス６．Ｏ

劣以上の品目として着尺地 ・足袋 ・掃人和服用下着（関連品目として草履），マ

イナス６．Ｏ％以上とマイナス４．Ｏ～５．９劣の組み合わせの品目として子供用和服 ，

マイナス２．Ｏ～３．９％とマイナス４．Ｏ％以上の組み合わせ品目として婦人帯 ・婦

人絹織物が列挙され，和服個別品目はすべてこのなかに包摂されているのであ
４１）

る。

　かくして，この国の国民の和服への実質支出は，和装業界と国民の消費志向

に革命的変化でも起こらない限り ，短期的に増加したとしても長期的には減少

趨勢を続げるであろう ，と推測せざるをえない 。

　以上の京都市の和装産業をめぐる動向と見通しの下で，京都市経済にとっ て

看過してはならたいのは，既に言及した京都市の和装産業そのもの二 衰退傾向

とともに「都市計画法」上の特別工業地区としての西陣の生産機能の衰退，い

わゆる西陣地区の「産業空洞化」問題が今目前面に押し出されてきたことであ
４２）

る。

　昭和５３，５６，５９年の３年毎の西陣機業調査で止目される事実の一つは調査対

　　　　　　　　　　　　　　　　（８７）



８８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第１号）

象企業の減少および転業 ・廃業の増加である。一方で調査対象企業数が１ ，２０６

→１，１２５→９６８（１９．７劣減）と減少し，他方で調査対象外と判明した転業 ・廃業

企業数が５９→８５→１１８（倍増）と増加した。また，休業企業数が７１→１１８→１０４と

かなり多数にのぽるのも注目される 。

　こうした中で，前述したように，西陣地区を中心とした京都市内では遊休織

機を含めた登録織機台数を大幅に減らして，生産機能の著しい衰退が生じてい

るのである。かくして，西陣地区では転廃業者の事業所跡地の売却 ・利用や織

屋兼業者によっ て貸ガレーシ，貸しヒルやマソンヨソ建設が進められ，あるい

は廃家（無住家屋）も少なくないのである。まさに，西陣地区のアイテソティ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）
ティ を間わたげれはならない深刻た事態に直面しているのである 。

　この点を西陣地区を構成する京都市北区 ・上京区の昭和４８年およぴ５８年の工

業統計で補足してみよう 。両区とも，製造業では繊維工業，その中で西陣織 ・

和装品が圧倒的比重を占める 。

　北区は，昭和４８年には，繊緯工業の事業所数２，５１５（全工業の９００％），従業

者数は８，２８８人（同，７９１劣），出荷額は３６，９３６百万円（同，６９２％）であった 。

それが，昭和５８年には，それぞれ，２，１９９（昭和４８年の３１６＝１２．６劣減），７，５０５人

（同，７８３人＝９４劣減），９１，８３６百万円（同，５４９億円＝１４眺増）になった 。

　上京区は，昭和４８年には，繊緯工業の事業所数３，９２４（全工業の８２４％），従

業老数は１６，５０９人（同，７４１％），出荷額は９９，３０３百万円（同，７６５％）であ った 。

それが，昭和５８年には，それぞれ，３，０５４（昭和４８年の８７０＝２２．２％減），１１，９６５人

（同，４，５４４人＝２７５％減），１３４，０７２百万円（同，３４，７６９百万円＝３５劣増）にたった 。

　昭和４８～５８年の北 ・上京両区（西陣地区）の繊緯工業３指標の増減を合計す

ると，事業所数で１，１８６＝１８４％の減，従業者数で５，３２７人＝２１５％の滅，出荷
　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）
額で８９，６６９百万円＝６６１劣の増になる。こうした西陣地区の事業所（工場）数

と従業者数の大幅な減少は，この地区の個性的な町つくりにとっ ての危機であ

る。

　　２０）通産省生活産業局目用品課伝統工芸品産業室編『伝統的工芸品産業　　その現

　　　状と施策　　』１９８１年 ，京都府商工部染織工芸課 ・京都府立中小企業総合指導所

　　　　　　　　　　　　　　　　　（８８）



　　　　　　　　　京都市産業経済の趨勢と問題点（上）（若林）　　　　　　　　　８９

　ｒ伝統産業における技術者養成問題調査報告書』昭和５８年３月 ，西陣織工業組合

　他『伝統産業におげる生産工程のメカトロニクス化調査報告書』昭和５８年３月 ，

　下平尾勲『現代伝統産業の研究』新評論，１９７８年 ，同『現代地場産業論』新評

　論，１９８５年；関満博『地域経済と地場産業』新評論，１９８４年，を参照 。

２１）京都府中小企業総合指導所ｒ京都府産業の展望』１９８３年版，ｒ第１編／第１章

　京都府産業の沿革」「第３編／第１章　製造業」； 京都府ｒ京都府の地場産品』；

　京都産業情報セソターニュースｒ地場産業の地域分布」ｒＪｏｈｏ』Ｎｏ・１９・昭和５６

　年１０月１０日，を参照 。

２２）京都市経済局『京都市の経済』１９８３年版，「第３章／第１６節　伝統産業」；通産

　省編『伝統的工芸品産業』，参照 。

２３）中小企業庁計画部計画課編『図説我が国の産地』ぎ ょうせい，昭和５６年，を参

　照 。

２４）ｒ京都市の都市計画』，３９ぺ一ジ（図５ ・２　主な物産の生産地）を参照 。

２５）京都市総務局統計課『京都市の工業』昭和５８年版，より算出。『京都府産業の

　展望』ｒ第３編／第１章／第３節　繊維染色業／第２０節　伝統産業　８　京組ひ

　も」，をも参照 。

２６）京都市経済局『和の装い～京の和装産業』，を参照 。

２７）ｒ京都市の経済』，１１０～１１ぺ一ジより算出 。

２８）ｒ京都市の工業』昭和５８年版，第８－１表（産業細分類）より推計。『京都市の経

　済』ｒ第３章／第２節　食料品」；ｒ京都府産業の展望』ｒ第３編／第１章／第２節

　食料品製造業」をも参照 。

２９）『京都市の工業』昭和５８年版，第８－１表（産業細分類）；『京都市の経済』「第３

　章／第６節　木材 ・木製品」；『京都府産業の展望』ｒ第３編／第１章／第５節

　木材 ・家具 ・建具製造業　１　製材 ・木製品製造業」，を参照 。

３０）『京都市の工業』昭和４８年版，第８表（産業細分類）および昭和５８年版，第８－１

　表（産業細分類）；『京都市の経済』ｒ第３章／第９節窯業 ・土石製品／第１６節

　伝統産業」；『京都府産業の展望』ｒ第３編／第１章／第１１節　窯業 ・土石製品製

　造業」；京都市中小企業指導所ｒ京都陶磁器上絵付業界診断報告書』昭和６０年３

　月，を参照 。
３１）『京都市の工業』昭和４８年版，第８表（産業細分類）および昭和５８年版，第８－１

　表（産業細分類）；１『京都市の経済』ｒ第３章／第４節　衣服
・１

その他の繊維製

　品」 ，『京都府産業の展望』ｒ第３編／第１章／第４節　衣服 ・その他の繊維製品

　製造業」，を参照 。

３２）『京都市の工業』昭和５８年版，第８－１表（産業細分類）；ｒ京都市の経済』ｒ第３

　章／第６節家具 ・装傭品／第１６節伝統産業」 ，ｒ京都府産業の展望』ｒ第３編／

　　　　　　　　　　　　　　　　（８９）
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第１章／第５節　木材 ・家具 ・建具製造業　２　家具 ・建具製造業／第２０節　伝

統産業　１　京仏壇 ・京仏具，６　京都表具，１０京指物」，を参照 。

　『京都市の工業』昭和４８年版，第８表（産業細分類）および昭和５８年版，第８－１

表（産業細分類）；『京都府産業の展望』ｒ第３編／第１章／第１０節　皮革 ・袋物

製造業」，を参照 。

　『京都市の工業』昭和５８年版，第８－１表（産業細分類）；ｒ京都市の経済』「第３

章／第１６節　伝統産業」 ，ｒ思都府産業の展望』ｒ第３編／第１章／第２０節　伝統

産業　４　京人彩，５　京陶人移，７　京漆器，１１京象がん」，を参照 。

　『京都市の経済』ｒ第３章／第３節　繊維（染 ・織）」；『京都府産業の展望』「第

３編／第１章／第３節　繊維染色業」，を参照。

　京都染色協同組合連合会ｒ思友禅京小紋生産里調査報告書』各年版，を参照 。

　『西陣生産概況』各年版，を参照。

　『（第１１次）西陣機業調査の概要（詳細版）』昭和５９年版，１５～７，１９べ一ジ 。

　ｒ西陣生産概況』昭和６０年版，を参照 。

　『京都新聞』昭和６０年１２月６目，を参照 。

　総務庁統計局『家計調査年報』昭和５９年版，を参照 。

　『（第１１次）西陣機業調査の概要（詳細版）』昭和５９年版，３ぺ一ソ ，清水武彦

ｒ西陣地区の保存と開発について」，　『京都商工情報』Ｎｏ．１３２；西陣織工業組合

ｒ西陣織たより」第４０６号，昭和６１年２月１目（「時の窓／西陣のＣ　Ｉ」），を参照 。

　ｒ西陣機業調査の概要』各年版 ，笹田友二郎ｒ西陣機業の現況」，ｒ京都商工情

報』Ｎｏ．１３２，４べ一ジ，を参照 。

　『京都市の工業』昭和４８ ・５８年版，を参照 。

（９０）




